
３　主要事業の決定状況

部局等の名称

（単位：千円）

（目的）

（事業内容）

（目的）

（事業内容）

政策部

事　　　　業　　　　名
２ 年 度
９月補正
計 上 額

事　　業　　の　　概　　要 決 定 状 況 担 当 課

(新)
ＲＯＢＯサポート推進事
業費

9,900 実施 政策チーム

新型コロナウイルス感染症の拡大を契機
に、医療現場において自動ロボット、アバ
ターロボット等の新技術を試験導入し、医
療従事者の２次感染リスクの低減、業務負
担の軽減などに資することを検証・周知す
ることによりＳｏｃｉｅｔｙ５．０の推進を図る。

○医療現場における新技術の試験導入

原子力防災避難円滑
化事業費

101,651 実施

　原子力緊急事態に備え、避難経路上のイ
ンフラ改善や交通誘導対策を強化すること
により、住民の避難又は一時移転を円滑に
し、原子力防災対策の一層の充実・強化を
図る。

○ＵＰＺ内の離島における場外離着陸場の
整備

危機管理
防災課



３　主要事業の決定状況

部局等の名称

（単位：千円）

（目的）

（事業内容）

（目的）

（事業内容）

（目的）

（事業内容）

（目的）

地域交流部

事　　　　業　　　　名
２ 年 度
９月補正
計 上 額

事　　業　　の　　概　　要 決 定 状 況 担 当 課

○移住ポータルサイトのリニューアルや首
都圏在住者の移住体験レポートのＷＥＢ配
信等による情報発信の強化
○長崎県発着の移住体験ツアーやオンライ
ンによる移住体験ツアーの開催
○オンライン移住相談会の開催　等

(新)
便数確保・空港機能維
持事業費

17,299 実施 空港課

移住促進事業費 5,998 実施
さが創生
推進課

（移住支援室）

　新型コロナウイルス感染症の拡大を契機
に地方移住への関心が高まっていることを
踏まえ、首都圏及び隣県に向けた情報発
信を強化すること等により、本県への更な
る人の流れを創出する。

　新型コロナウイルス感染症の影響により、
路線の減便や運休が生じている九州佐賀
国際空港において、航空会社、テナント等
に対し支援することにより、路線の早期復
便とテナント等の営業継続等を図る。

○航空会社、テナント等が支払う空港ビル
使用料の一部を減免する佐賀ターミナルビ
ル㈱に対する費用負担

(新) 空港ビル整備事業費 60,600 実施 空港課

　空港ビル施設の新型コロナウイルスの感
染防止対策を講じるとともに、航空機利用
者以外も楽しむことができる空間を整備す
ることにより、県内外からの集客を図る。

○飲食エリアにテイクアウト及びスタンディ
ングカウンターを新設
○国内線及び国際線搭乗待合室のイス仕
様の変更等
○多目的スペースの整備

(新)

［公共交通特別支援事
業］
・地方バス路線運行維
持特別支援事業費
・松浦鉄道特別支援事
業費

190,523 実施 交通政策課

　新型コロナウイルス感染症の影響により、
経営に大きな影響が生じている路線バス事
業者及び松浦鉄道に対し支援を行うことに
より、地域における公共交通の運行維持を
図る。

（事業内容）
○路線バス事業者が運行する県内の幹線
系統路線について、走行距離に応じて支援
金を交付
○松浦鉄道の運行に必要な燃料費につい
て、県内の営業キロ数及び乗降人員に応じ
て支援金を交付



（単位：千円）

事　　　　業　　　　名
２ 年 度
９月補正
計 上 額

事　　業　　の　　概　　要 決 定 状 況 担 当 課

（目的）

（事業内容）

（目的）

（事業内容）

（目的）

（事業内容）

（目的）

（事業内容）

（目的）

（事業内容）

　国民体育大会（鹿児島大会）の開催延期
を受け、2023年の国民体育大会、2024年の
国民スポーツ大会を目指す選手に強化支
援を実施することにより、選手の競技活動
の充実及び本県の両大会での躍進を図
る。

○ジュニア・アスリートの競技活動に対する
支援金の交付

［国民スポーツ大会・全
国障害者スポーツ大会
開催事業］
・国スポ・全障スポ市町
有施設整備事業費補
助
・国スポ・全障スポ県有
競技施設整備費

32,532 実施
SAGA2023
施設調整課

　本県で開催される国民スポーツ大会、全
国障害者スポーツ大会の競技会場となる
市町有施設の整備に対する補助及び県有
施設の整備を行うことにより、両大会の円
滑な運営及び本県のスポーツ環境の整備
を図る。

○競技会場となる市町有施設の整備に対
する補助
○競技会場となる県有施設の整備

　新型コロナウイルス感染症により競技活
動が制約されている中学生に対して、ス
ポーツに触れる機会を創出することにより、
競技活動の継続を図る。

○中学生を対象とした座談会や講演会、競
技の体験会の開催　等

(新)
ジュニア・アスリート支
援事業費

23,200 実施

　新型コロナウイルス感染症の影響を受け
ている県内のアマチュアスポーツ団体等に
対して、活動に必要となる感染防止対策を
支援することにより、安全なスポーツ活動
の維持を図る。

○感染予防対策物品や動画配信用機材に
係る補助

(新)
中学生アスリート応援
事業費

40,000 実施 スポーツ課

(新)

［佐賀県スポーツ活動
継続支援事業］
・県スポーツ協会運営
費補助
・障害者スポーツの環
境づくり事業費

33,215 実施 スポーツ課

スポーツ課
（競技力向上

推進室）

(新)
（債務負担行為）
高島航路浚渫事業費
補助

（期間）
令和3年度

～4年度

（限度額）
40,455

実施 交通政策課

　唐津市が行う高島航路浚渫事業に対して
支援を行うことにより、離島の住民の生活
に必要不可欠である離島航路の安定運航
を確保する。

○唐津市の高島航路浚渫事業に係る借入
資金の元利償還金のうち、交付税措置額を
控除した実質負担額の一部に対する補助



（単位：千円）

事　　　　業　　　　名
２ 年 度
９月補正
計 上 額

事　　業　　の　　概　　要 決 定 状 況 担 当 課

（目的）

（事業内容）

（目的）

（事業内容）

（目的）

（事業内容）

（注）債務負担行為：複数年度にわたって行う事業について、期間及び限度額を設定すること。

(新)
観光連盟補助（佐賀空
港観光情報発信スペー
ス設置事業費）

4,950 実施 観光課

観光課

　新型コロナウイルス感染症により深刻な
影響を受けている観光事業者に対し、誘客
を強化すること等により、県内観光需要の
速やかな回復を図る。

○宿泊割引による県内宿泊誘客強化
○地域周遊ツアー造成支援　等

　九州佐賀国際空港の利用者に対し、県内
や筑後エリア等を含めた広域の観光情報を
発信することにより、観光客の満足度の向
上を図る。

○情報発信スペースの整備（設計）

観光需要緊急対策事
業費（観光連盟補助）

432,700 実施

(新)
観光連盟補助（佐賀・
長崎DC推進事業費）

14,900 実施 観光課

　令和４年秋に実施する佐賀・長崎デスティ
ネーションキャンペーン（※）を通じ、実施計
画の策定や観光資源の磨き上げ等を行う
ことにより、県内全域における観光地の魅
力向上及び地域活性化を図る。

※デスティネーションキャンペーン（ＤＣ）：Ｊ
Ｒや観光関係団体等と地元自治体が協働
で、ＪＲの広告媒体等を活用した全国的な
情報発信を行うとともに、大手旅行会社等
とも連携し旅行商品造成・販売を行う観光
キャンペーン。

○佐賀・長崎DC推進協議会の設置・運営
○ノベルティ等の制作
○旅行会社等の商品造成強化に向けた観
光コンテンツの造成　等



３　主要事業の決定状況

部局等の名称

（単位：千円）

（目的）

（事業内容）

（目的）

（事業内容）

（目的）

（事業内容）

　 交通死亡事故が多発している現状に鑑
み、広報の強化を行うことにより、交通安全
に対する県民の更なる意識向上、交通死
亡事故の抑止を図る。

○死亡事故防止に特化したテレビCMの放
送及び新聞広告の掲載

くらしの
安全安心課
（交通事故
防止特別
対策室）

(新)

[「OPEN-AIR 佐賀」環
境整備事業]
・OPEN-AIR佐賀・波戸
岬キャンプ場環境整備
費

3,716 実施
有明海再生
・自然環境課

　 新型コロナウイルス感染症の拡大を契機
に３密を回避し屋外で活動する意識が高ま
る中、本県の豊かな自然を活かした魅力的
なライフスタイル「ＯＰＥＮ－ＡＩＲ佐賀」を推
進することにより、近県からの交流人口増
加を図る。

○波戸岬キャンプ場においてリモートワー
クやワーケーションを行うためのWi－Fi環
境の整備

［交通死亡事故防止対
策事業］
・交通事故ワースト脱却
推進プロジェクト事業費

18,067 実施

(新)
災害ボランティア体制
強化・構築事業費

3,550 実施 県民協働課

　 災害発生時に被災者支援のためのボラ
ンティア活動が円滑に行われるようにする
ため、災害ボランティアセンターの運営を担
う市町社会福祉協議会の技能や、社会福
祉協議会、災害ボランティア団体、行政の
三者による連携体制の強化を図る。

○県社会福祉協議会への市町支援員の配
置
○市町社会福祉協議会への災害ボランティ
アセンター設置運営研修の実施
○災害時における三者の連携を目的とした
研修の実施

県民環境部

事　　　　業　　　　名
２ 年 度
９月補正
計 上 額

事　　業　　の　　概　　要 決 定 状 況 担 当 課



３　主要事業の決定状況

部局等の名称

（単位：千円）

（目的）

（事業内容）

（目的）

（事業内容）

(新)
佐賀県調剤薬局特別
対策費

183,867 薬務課実施

新型コロナウイルス感
染症対応医療提供体
制強化事業費

4,622,214 実施 医務課

　新型コロナウイルス感染症の拡大に対応
するため、県民が医療機関・宿泊療養施設
で治療・療養できる環境整備を行うととも
に、救急医療提供体制を確保し、本県の医
療提供体制の更なる強化を図る。

○医療機関の病床や宿泊療養施設の確保
○医療チーム派遣体制の確保　等

　新型コロナウイルス感染症に対応してい
る調剤薬局従事者を県独自に支援すること
により、医薬品提供体制の維持・確保を図
る。

○感染のリスクを抱えながら調剤薬局で働
く薬剤師、事務職員等への慰労金の支給

健康福祉部

事　　　　業　　　　名
２ 年 度
９月補正
計 上 額

事　　業　　の　　概　　要 決 定 状 況 担 当 課



３　主要事業の決定状況

部局等の名称

（単位：千円）

（目的）

（事業内容）

（目的）

（事業内容）

（目的）

（事業内容）

（目的）

（事業内容）

(新)
ものづくり企業イノベー
ション促進事業費

46,200

(新)
「後世に残したい店」支
援事業費

24,325

　ものづくりにクリエイティブをかけ合わせ、
県内ものづくり企業の事業革新や新たなビ
ジネスモデルを構築することにより、企業の
発展を図る。

○ブランディングや商品開発、プロモーショ
ン等に要する経費への補助

実施 ものづくり産業課

産業政策課

　令和２年７月豪雨等により被害を受けた
県内中小・小規模事業者等が事業活動を
再開するために必要な費用を支援すること
により、地域経済の復興を図る。

○施設、設備、什器・備品等の復旧・更新
費用等への補助

(新)
中小企業者等事業再
開支援事業費

81,272 実施 産業政策課

実施

(新)
中小企業DXフラッグ
シップモデル創出事業
費

80,400 実施 産業政策課

　各産業分野に応じたDX（※）のフラッグ
シップモデルを創出し、県内全体に波及さ
せることにより、県内中小企業の持続的な
発展を図る。

※DX（デジタルトランスフォーメーション）：
企業がビジネス環境の激しい変化に対応
し、データとデジタル技術を活用して、顧客
や社会のニーズを基に、製品やサービス、
ビジネスモデルを変革するとともに、業務そ
のものや、組織、プロセス、企業文化・風土
を変革し、競争上の優位性を確立するこ
と。

○県内中小企業が実施するDXの取組に対
する補助

　各地域にある後継者不在の「後世に残し
たい店」の価値を可視化・共有化することに
より、経営者の事業承継意欲の喚起又は
後継者探しを後押しし、地域活力の維持を
図る。

○後継者不在の飲食店の公募・選定
○ウェブサイト、パンフレット等による情報
発信　等

産業労働部

事　　　　業　　　　名
２ 年 度
９月補正
計 上 額

事　　業　　の　　概　　要 決 定 状 況 担 当 課



（単位：千円）

事　　　　業　　　　名
２ 年 度
９月補正
計 上 額

事　　業　　の　　概　　要 決 定 状 況 担 当 課

（目的）

（事業内容）

（目的）

（事業内容）

　蔵開きの中止・延期に伴い、県産日本酒
のＰＲ機会や売上が減少している状況を踏
まえ、県内蔵元に対し、蔵開きの次期開催
を支援すること等により、販売促進、ファン
の獲得及び認知度向上を図る。

○蔵開きでの３密対策や新たなオンライン
イベント等に要する経費に対する補助
○蔵開きPRイベントの実施

産業人材課

　地方への移住に対する関心が高まってい
る中、若年者に対して、県内への就職を支
援することにより、県内企業の人材確保・定
着を図る。

○進学者などによる県外在住で県内企業
への求職者向けのアドバイザーの配置
〇Webによるキャリアカウンセリング、企業
説明会の実施　等

実施

(新)
「佐賀ん酒」蔵開き応援
事業費

47,722 実施 流通・貿易課

(新)
新卒等UJIターンサポー
ト事業費

8,958



３　主要事業の決定状況

部局等の名称

（単位：千円）

（目的）

（事業内容）

（目的）

（事業内容）

（目的）

（事業内容）

（目的）

（事業内容）

(新) 搬出間伐支援事業費 30,700 実施 林業課

　先進的経営による所得向上や意欲ある
新規就農者の確保・育成、経営力のある
経営体や産地の育成などを推進すること
により、園芸農業産出額の向上を図る。

○低コスト耐候性ハウスの整備に対する
補助

園芸課

　新型コロナウイルス感染症の影響による
木材価格の大幅な下落に対応するため、
搬出間伐への支援を行うことにより、計画
的・持続的な森林整備及び林業就業者の
雇用確保を図る。

○林業事業体が行う私有林の搬出間伐に
係る経費に対する補助

漁港海岸漂着ごみ緊
急対策費（災害関連）

45,550 実施 農山漁村課

　令和２年７月豪雨に伴い、漁港区域や海
岸に大量の土砂の堆積、流木や葦等の漂
着が発生している。このため、漁港管理者
である市町が緊急的に実施する堆積土砂
等の除去・処分等を支援することにより、漁
業への支障を排除する。

○早津江川に位置する戸ヶ里漁港に流
入・堆積している土砂の除去・処分に対す
る補助
○市町が管理する９漁港に漂着している流
木、葦等の回収・処分に対する補助

さが園芸生産888億円
推進事業費

165,295 実施

(新)

［スマート農業機械等
導入事業］
農業大学校農業機械
等導入事業費

87,288 実施
農産課

（農業試験
研究センター）

　新型コロナウイルス感染症の影響による
農業分野の労働力不足を見据え、研修等
に使用するためのスマート農業機械を導入
することにより、将来の農業生産を支える
人材の育成・確保を図る。

○農業大学校における就農のための研修
に使用する農業機械の導入

農林水産部

事　　　　業　　　　名
２ 年 度
９月補正
計 上 額

事　　業　　の　　概　　要 決 定 状 況 担 当 課



３　主要事業の決定状況

部局等の名称

（単位：千円）

（目的）

(新)

[「ＯＰＥＮ－ＡＩＲ佐賀」
環境整備事業]
・OPEN-AIR佐賀・吉野
ケ里歴史公園環境整備
費

8,000 実施 都市計画課

　新型コロナウイルス感染症の拡大を契機
に３密を回避し屋外で活動する意識が高ま
る中、本県の豊かな自然を活かした魅力的
なライフスタイル「ＯＰＥＮ－ＡＩＲ佐賀」を推
進することにより、近県からの交流人口増
加を図る。

（事業内容）
○吉野ヶ里歴史公園において、公園利用者
のSNS活用等利便性を高めるためのWi-Fi
環境を整備

県土整備部

事　　　　業　　　　名
２ 年 度
９月補正
計 上 額

事　　業　　の　　概　　要 決 定 状 況 担 当 課



３　主要事業の決定状況

部局等の名称

（単位：千円）

（目的）

（事業内容）

（目的）

（事業内容）

　新型コロナウイルス感染症の状況に鑑
み、豊かな自然、歴史、文化など佐賀なら
ではの魅力を探究する機会を提供すること
により、ふるさと佐賀への誇りの醸成を図
る。

○県内で実施する修学旅行に係る感染防
止対策経費や体験活動経費に対する負担

○県立農業系高校における就農のための
授業に使用する農業機械・設備の導入

(新)
佐賀の魅力ある修学旅
行事業費

26,736 実施 学校教育課

(新)

［スマート農業機械等導
入事業］
・次世代の農業を担う
人材育成事業費

105,772 実施 教育総務課

　新型コロナウイルス感染症の影響による
農業分野の労働力不足を見据え、研修等
に使用するためのスマート農業機械・設備
を導入することにより、将来の農業生産を
支える人材の育成・確保を図る。

教育委員会事務局

事　　　　業　　　　名
２ 年 度
９月補正
計 上 額

事　　業　　の　　概　　要 決 定 状 況 担 当 課



３　主要事業の決定状況

部局等の名称

（単位：千円）

（目的）

（事業内容）

［交通死亡事故防止対
策事業］
・交通安全施設整備費
（県単独事業）（投資）

38,247 実施 交通規制課

　 交通死亡事故が多発している現状に鑑
み、道路標示の更新を行うことにより、交通
安全に対する県民の更なる意識向上、交
通死亡事故の抑止を図る。

○横断歩道や一時停止線等の更新

警察本部

事　　　　業　　　　名
２ 年 度
９月補正
計 上 額

事　　業　　の　　概　　要 決 定 状 況 担 当 課


